
LAD

LAD (QUANTILE=値, SILENT, TERSE) 従属変数 独立変数のリスト ;

機能 :

LAD は最小絶対偏差回帰を計算します. この方法はまた, L1回帰あるいはラプラス回帰として知られてい

ます. この種の回帰は撹乱項がラプラス分布に従っている場合には最適な方法であり, コーシー分布やス

テューデントの t 分布のような, 多くのその他の leptokurtic(裾の厚い)分布に対しては, 最小2乗 (L2)回帰

よりもよい方法です.

使用法:

TSPで最小絶対偏差法で推定するには, OLSQコマンドと同じようにLADコマンドを用いる. たとえば

LAD CONS C GNP;

は消費関数をL2(最小2乗)回帰の代わりに L1回帰を用いて推定します.

オプション:

QUANTILE= 当てはめる分位数. 既定値は.5(メディアン).

SILENT/NOSILENT は, すべてのプリントを省略します.

TERSE/NOTERSEは係数推定値の表と尤度関数の値を除いて, すべてのプリントを省略します.

アウトプット :

通常の回帰のアウトプットがプリントされ, 保存されます (表についてはOLSQを参照). 尤度関数 (@LOGL)

と標準誤差の推定値は, 撹乱項の真の分布がラプラス分布ですが計算されます. これは最小2乗法の場合に,

真の分布が正規分布であるとして (標準誤差に小標本の修正をして)尤度関数と標準誤差を推定するのと同

じことです. 新しく追加した唯一の統計量は@PHIで, これは残差の絶対値の和を含んでいます. 観測値の

数で割って 2乗したこの数値は, 撹乱項の分散の推定値になり, 係数推定値の標準誤差を計算するのに使わ

れるスケールファクターに比例しています.

方法:

LAD 推定量は, 残差の絶対値の和を係数ベクトル b に関して最小化します.

min
b

NX
i=1

jyi �Xibj

この推定値は, Barrodale-Robertsの修正シンプレックス・アルゴリズムを用いて計算されます. LAD 推定

量の性質は, 常に右辺の説明変数だけの正確なゼロ残差があることで, これは N � k だけの1次独立な残

差があるという最小2乗法の性質と似ています. 加えて, LAD推定量はしばしば係数ベクトル bのユニーク

でない推定値を生成します. TSPはこの場合警告メッセージを出します.
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LAD

推定された係数の推定された分散共分散は, 真のモデルが次のラプラス分布であるとして計算されます.

V (bb) = !
2(X 0

X)�1
; ここで !

2 は � (使用した分位)に依存します
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2; 一般に !
2 =

�(1� �)

f(F�1(�))2
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� はラプラス分布から定義される：f(x) =
e
�j

x

�
j

2�
; � = @PHI/@NOB

この公式は, 他で行っているように, jej の 1次導関数を 2乗したものがゼロのところで 1であると定義され

ているなら, 共分散行列のBHHH推定値としても導くことができます. 尤度関数の勾配の外積が, その場合

上記の推定値になります. もっと頑健な@VCOV行列与えるために, f(x) と F (x) を経験密度の推定を通

じて定義することも可能ですが, 現在のところTSPでは行っていません.

この推定法の統計的性質の詳細については Judge et al.(1988)を参照して下さい. 最小2乗残差の正規性に

対する検定については, Davidson and MacKinnon (1993)を参照して下さい.
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